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9:30～10:00 1-1
諏訪 航哉

北海道大学
日本における⾧期人口減少傾向と食料
自給率

2-1 松井 詩央里
千葉大学
園芸学部

こども食堂運営者の意識と満足度 －
千葉県都市部を対象として－

3-1 柴崎 浩平 神戸大学
ため池管理に求められる技能とその継
承方法 －水入れ作業に着目して－

4-1
Apichaya

Lilavanichak
ul

Kasetsart
University

The economic impact of Arabica
coffee farmers’ participation in
geographical indication in Northern
highland of Thailand

5-1 堀田 学 県立広島大学
６次産業化の動向と支援のあり方に関
する研究

10:00~10:30 1-2 董思 源
北海道大学

大学院

中国における大豆作総合生産性変化の
要因分解 －2005年から2015年を対
象として－

2-2 八木 浩平
農林水産政策

研究所

地理的表示保護制度への登録がくまも
と県産い草畳表の価格へもたらす影響
－ヘドニック・アプローチによる解析
－

3-2 衛藤 彬史 神戸大学
交通不便地域での高齢ドライバーおよ
び非免許保有者の移動実態と望ましい
外出支援策の検討

4-2 原 少君 京都大学大学院

Environmental Adaptability
Analysis of The Villagers
Committee  -S village as an
example-

5-2 石戸 修 玉川大学
農業法人における女性の活躍と6次産
業化 との関連についての分析

10:30~11:00 1-3 服部 明彦 京都大学大学院
農地流動化の影響要因に関する計量分
析―都道府県別時系列データを用いて
―

2-3 孫 雯莉
農研機構

西日本農業
研究センター

稲作農家の降雨リスクへの対応に関す
る規範分析－機械作業可能時間制約量
の不確実性を考慮した営農計画法－

3-3 松本 栄伸 鳥取大学大学院

集落営農法人の経営展開と地域農業資
源管理に関する考察 －鳥取県東部の
大区画圃場整備施工地域を対象として
－

4-3 丸谷 昂司 近畿大学大学院
花を使った園芸療法のストレス軽減効
果ー農業イメージとの関連に注目し
てー

5-3 谷川 智穂 神戸大学大学院
農村移住者による起業の空間的特徴と
影響要員

11:00~11:30 1-4 万里 鳥取大学 等級別豚肉の可変型循環変動分析 2-4

（

島
根
大
学
）

森
 
佳
子

⾧田 遥 鳥取大学大学院

自計式農家経済簿の農業経営計算によ
る自己監査機能と財務安全性分析につ
いて―モンゴルにおける記帳結果に基
づく検証―

3-4 山田 将太郎 京都大学大学院
農村集落と農家行動の相互影響関係に
関する一考察 ―京都府綾部市志賀郷
地域を事例として―

4-4 植田 剛司 京都大学大学院
就労継続支援B型事業所の新たな展開
について

5-4 山田 伊澄 農研機構
施設野菜を主力生産品目とする農業法
人における 正社員の人材育成方策の
効果の特徴と課題

11:30~12:00 1-5 亀山 宏 香川大学
多面的機能発揮促進事業による寄合の
開催数と議題

2-5 坂梨 健太 龍谷大学
「姉川くらげ」食用の歴史と配合食品
開発の可能性

3-5

（

京
都
大
学
）

伊
藤
 
淳
史

下松 孝秀
滋賀県立琵琶湖

博物館
明治期の琵琶湖岸農地開発の実態につ
いて

4-5 尾松 数憲
愛媛大学大学院
連合農学研究科

農業・農村と福祉の協同・連携～「農
福連携」と協同組合の役割に関する一
考察

5-5 高津 英俊 秋田県立大学
酪農の第三者継承における支援機関の
役割と課題－都府県地域を事例として
－

12:00~12:30 1-6 西村 武司 山陽学園大学
食に関連する健康情報に対する消費者
態度の把握に関する試論

2-6
Zollet

Simona

Graduate
School of
Hiroshima
University

Reconnecting the organic and local
dimension of Alternative Food
Networks in Japan: an exploration
of Japanese marche (farmers’
markets)

3-6

（

神
戸
大
学
）

中
塚
 
雅
也

広田 勲 岐阜大学
中山間地域における小規模な作物生産
と食用野生植物資源利用－岐阜県揖斐
郡揖斐川町小津地区の事例－

4-6

（

東
京
農
工
大
学
）

草
処
 
基

三輪 加奈 釧路公立大学
両親の就業が子どもの教育費に与える
影響―分位点回帰を用いて―

5-6 木原 奈穂子 神戸大学
集落における畦畔管理請負の組織づく
りと人材育成

12:30~13:00 1-7 小川 真如
一般財団法人

農政調査委員会

飼料用米・米粉用米の数量払い政策に
おける 標準単収値の設定実態とその
課題 ー地域農業再生協議会に対する
全国悉皆調査からの接近ー
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報告時間

10月26日（土）（影付きは個別報告優秀賞対象報告）
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9:00~9:30 1-8 坊 安恵
京都府立大学・

共同研究員
農家民宿開業時における意向と特徴の
分析

2-7 島 義史 農研機構
水稲有機栽培における高能率除草機導
入の経済効果

3-7 劉可 京都大学大学院
高標準農地における農民専業合作社の
新展開に関するー湖北省漢川市沈湖鎮
の農民専業合作社を事例としてー

4-7
Masaood
Moahid

Graduate School
for International

Development
and Cooperation,

Hiroshima
University

Factors affecting demand for
formal and informal credit in
Afghanistan

9:30~10:00 1-9 田中 淳志
農林水産

政策研究所
移住支援組織が果たす役割と組織の分
類

2-8 西濱 健太郎

広島県立総合
技術研究所

農業
技術センター

ニーズの顕在化による天敵利用技術の
普及可能性の検討－広島県の露地ナス
産地での社会実験を基に－

3-8 駄田井 久 岡山大学
中国・四川省の高地におけるヤク酪農
産業の現状と課題

4-8
Magezi

Eustadius
Francis

The University
of Tokyo

Tractorization and Rice Production
in Tanzania: Evidence from a Panel
Data

10:00~10:30 1-10 二階堂 裕子
ノートルダム
清心女子大学

持続可能なコミュニティ・ビジネスに
向けた 外国人技能実習生の活用 ―愛
媛県の地域協同組合Ｘのむらづくりを
事例に―

2-9 堀江 達哉
農研機構

西日本農業研究
センター

中山間地における低投入型多収トマト
栽培システムの導入効果と展開方向の
検討

3-9

（

龍
谷
大
学
）

宇
山
 
満

北島 浩三
京都産業大学

大学院

兼業は離農を抑制するのか、離農を促
進するのか
―休日を利用して農業を行う農家の離
農・離村条件の分析―

4-9 新保 輝幸 高知大学

海洋保護区管理に対する労働意思量と
社会関係資本:フィリピン・ビコール
地方アトライアン海洋保護区の事例か
ら
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